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救
急
受
診
が
多
か
っ
た
。
手
背
部

を
中
心
と
し
た
感
覚
脱
失
、
手
の

伸
筋
群
の
麻
痺
が
あ
れ
ば
、
ス
ナ

ッ
プ
・
ダ
イ
ア
グ
ノ
ー
シ
ス
で

「
橈
骨
神
経
麻
痺
」
と
の
診
断
は

容
易
で
あ
る
。「
ハ
ネ
ム
ー
ン
麻

痺
」「
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
症
候

群
」
と
も
言
わ
れ
、
腕
枕
時
に
女

性
の
頭
が
橈
骨
神
経
を
圧
迫
し
や

す
い
た
め
と
さ
れ
る
。「
若
い
か

ら
羽
田
に
着
く
頃
に
は
治
っ
て
い

る
よ
」
な
ど
軽
口
を
た
た
き
な
が

ら
、
患
側
前
腕
を
背
屈
位
で
シ
ー

ネ
固
定
し
て
帰
宅
と
し
て
い
た
▼

40
代
後
半
に
さ
し
か
か
り
、
災
い

は
唐
突
に
や
っ
て
来
た
。
書
類
仕

事
中
の
仮
眠
時
に
、
右
上
腕
を
ソ

フ
ァ
の
ア
ー
ム
に
乗
せ
て
寝
て
し

ま
っ
た
。
２
、
３
時
間
の
う
ち
に

右
前
腕
の
運
動
も
感
覚
も
完
全
に

麻
痺
し
、
外
来
の
時
間
と
な
っ
た

▼
利
き
手
が
使
え
ず
、
電
子
カ
ル

テ
の
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き

な
い
。
も
う
駄
目
か
と
思
っ
た

が
、
最
近
カ
ル
テ
記
載
用
に
音
声

認
識
装
置
ソ
フ
ト
を
入
れ
て
み
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
▼
自
分
は
マ

イ
ク
に
向
か
っ
て
話
し
て
メ
モ
帳

に
文
字
を
飛
ば
し
、
ス
タ
ッ
フ
が

印
刷
し
て
指
示
を
拾
い
、
カ
ル
テ

に
取
り
込
む
連
係
プ
レ
イ
で
乗
り

切
っ
た
。
息
子
（
右
手
）
よ
、
今

は
安
心
し
て
休
め
、
元
気
に
な
っ

た
ら
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
働

き
に
報
い
る
の
を
忘
れ
る
な
▼
橈

骨
神
経
麻
痺
は
最
近
「
ホ
ー
ム
レ

ス
マ
ン
症
候
群
」
と
も
呼
ば
れ
る

ら
し
い
。
野
宿
時
に
自
分
の
手
枕

で
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
完
治

に
は
週
単
位
・
月
単
位
か
か
る
場

合
も
多
い
。
自
分
の
働
き
方
を
変

え
ね
ば
な
ら
な
い
時
が
来
た
の

だ
。
え
て
し
て
、
そ
の
時
は
全
く

唐
突
に
や
っ
て
く
る
も
の
だ
（
眞
）

　

沖
縄
で
仕
事
を
し

て
い
た
頃
、
一
夜
を

伴
に
し
た
男
女
で
、

男
性
の
片
手
前
腕
が

動
か
な
く
な
っ
て
の
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署名と景品付きクイズチラシのご注文は、☎078－393－1807まで

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

研
面
究 ４面診内研より

心疾患の身体所見：巡り辿る臨床路（下）

神戸市営住宅の解体
アスベスト調査の不一致解明求め緊急要請 ２面

主張　核兵器禁止条約発効から１年
日本政府は核禁条約に署名・批准せよ ２面

署名とクイズチラシにセットで取り組もう署名とクイズチラシにセットで取り組もう
コロナ禍での75歳以上窓口負担２割化阻止へコロナ禍での75歳以上窓口負担２割化阻止へ

※ 本紙３月５日号に会場地図一覧を掲載予定。３月上旬にハガ
キでもご案内します。

※「医科・入院」は入院外の内容を含みません。
※ 新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更となる場合があります。
★はZoom併用。参加方法は、次号ご案内します。

（２月18日現在）

開催地 日　　時 会　　場

医
科
・
入
院
外

明　石 ３月23日（水）14時～ 明石商工会議所７階大ホール

加古川 ３月23日（水）15時～ 東播磨生活創造センターかこむ１階
講座研修室

神戸① ３月24日（木）14時～ 神戸文化ホール中ホール

西　宮 ３月24日（木）14時～ 西宮市民会館大会議室101

姫　路 ３月24日（木）14時～ 姫路市市民会館大ホール

伊　丹 ３月24日（木）15時～ 伊丹シティホテル３階光輝・光琳

神戸②★ ３月26日（土）14時～ ①協会５階会議室
②県農業会館11階大ホール

三　田 ３月26日（土）14時～ 三田市・広野市民センター

尼　崎 ３月26日（土）15時～ 都ホテル尼崎２階あやめの間

淡　路 ３月26日（土）15時～ 淡路市立しづかホール

豊　岡 ３月27日（日）14時～ 日高地区コミュニティセンター
２階６号室

小　野 ３月31日（木）14時～ 小野市うるおい交流館エクラ
大会議室

医
科
・
入
院

姫　路 ３月24日（木）16時～ 姫路市市民会館大ホール

神　戸★ ３月26日（土）16時～ ①協会５階会議室
②県農業会館11階大ホール

２次Ｑ＆Ａ ４月23日（土）15時～ 県農業会館11階大ホール

歯
科

神戸① ３月21日（月祝）14時～ 神戸文化ホール中ホール

明　石 ３月24日（木）19時～ アスピア明石北館９階子午線ホール

伊　丹 ３月24日（木）19時～ 伊丹シティホテル３階光輝・光琳

姫　路 ３月26日（土）18時30分～ 姫路市・じばさんびる９階901号

尼　崎 ３月27日（日）14時～ 都ホテル尼崎２階あやめの間

加古川 ３月30日（水）19時～ 東播磨生活創造センターかこむ１階
講座研修室

三　田 ３月31日（木）18時～ 三田市・キッピーモール６階
多目的ホール

神戸②★ ４月３日（日）10時30分～ 協会５階会議室

在　宅 ４月３日（日）14時～ 協会５階会議室

診療報酬改定研究会開催予定一覧診療報酬改定研究会開催予定一覧

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分頃～毎週木曜19時25分頃～

３月３日　75歳以上２割負担実施ストップ！
３月10日　漢方について
３月17日　後発医薬品の供給不足について

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

　政府は今年10月から、75歳以
上の高齢者の窓口負担を２倍と
する方針を示しています。しか
し、コロナ禍での負担増は、患
者さんの受診抑制につながり、
高齢者の健康をも脅かします。
協会は、負担増中止を求める署
名に取り組んでいます。「クイ
ズで考えるコロナ禍での日本の
社会保障2022」と併せて、ご協
力ください。▲署名用紙 ▲景品付きクイズチラシ

抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
の
在
庫
状

況
で
は
「
10
〜
19
回
分
」
と
の
回

答
が
最
も
多
く
28
・
２
％
だ
っ

た
。
こ
の
在
庫
数
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
患
者
数
か
ら
２

〜
３
日
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。「
全
く
な
い
」
と
の
回
答
も

10
・
９
％
に
及
ん
だ
。
実
際
に

「
抗
原
キ
ッ
ト
が
な
く
な
り
発
熱

外
来
を
休
止
し
た
」
と
の
声
も
寄

せ
ら
れ
た
。
自
院
で
濃
厚
接
触
者

が
出
た
場
合
に
備
え
た
検
査
キ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
、
歯
科
医
療
機
関

の
60
・
４
％
が
「
確
保
で
き
て
い

な
い
」
と
し
て
お
り
、「
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
復
帰

の
め
ど
が
立
た
な
い
」
な
ど
診
療

体
制
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
今
年
に
入
っ
て
休
業

し
た
従
業
員
が
い
た
医
療
機
関
は

医
科
で
42
・
６
％
、
歯
科
で
41
・

０
％
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、「
診

療
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
」
と
の
回

答
は
医
科
で
60
・
７
％
、
歯
科
で

76
・
３
％
で
あ
っ
た
。「
外
来
業

務
が
回
せ
な
い
」「
検
査
技
師
が

陽
性
と
な
り
、
エ
コ
ー
検
査
を
中

止
し
た
」「
併
設
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
施
設
を
３
日
間
閉
鎖
」「
新
規

患
者
受
け
入
れ
を
ス
ト
ッ
プ
し

た
」
な
ど
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
通
常
の
医
療
提
供
に
支
障
が

出
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
健
康
悪

化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

検
査
キ
ッ
ト
不
足
も
深
刻
で
、

過
観
察
や
治
療
を
、
18
・
３
％
の

医
療
機
関
が
往
診
を
行
っ
て
い
る

と
回
答
。
そ
う
し
た
医
療
機
関
か

ら
は
「
毎
朝
、
電
話
や
メ
ー
ル
で

病
状
を
把
握
」「
必
要
に
応
じ
て

Ｈ
Ｏ
Ｔ
（
在
宅
酸
素
療
法
）
を
導

入
」「
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
患

者
へ
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
を
投
与
」「
個

室
隔
離
で
血
液
透
析
を
実
施
」
な

ど
の
回
答
が
あ
り
、
地
域
の
診
療

所
が
保
健
所
や
専
門
病
院
機
能
の

一
部
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

自
由
記
入
欄
に
は
「
施
設
入
所

の
高
齢
者
が
重
症
化
し
救
急
車
を

要
請
し
た
が
対
応
し
て
も
ら
え
ず

に
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
印
象
」

「
デ
ル
タ
株
に
比
べ
重
症
化
す
る

感
覚
は
な
い
。
２
類
相
当
の
ま
ま

で
良
い
の
か
」「
検
査
等
に
時

間
、
人
手
、
経
費
が
か
か
る
わ
り

に
診
療
報
酬
が
不
十
分
」
な
ど
政

府
の
対
策
の
不
十
分
さ
を
指
摘
す

る
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　

協
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
浮
か

び
上
が
っ
た
実
態
の
改
善
に
向
け

て
、
行
政
等
へ
の
働
き
か
け
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　

「
検
査
キ
ッ
ト
が
足
り
な
い
」「
子
ど
も
の
学
級
閉
鎖
で
ス
タ
ッ

フ
が
出
勤
で
き
ず
人
手
が
足
り
な
い
」
―
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大
で
病
床
が
逼
迫
し
、
保
健

所
の
業
務
も
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
中
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
地
域
の

医
療
機
関
に
及
ん
で
い
る
。
協
会
で
は
、
実
態
を
把
握
す
る
た
め

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
第
７
回
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
。
会
員
医
療
機
関
の
16
・
５
％
か
ら
回
答
を
得

た
。
２
月
16
日
に
西
山
裕
康
理
事
長
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
、
マ
ス
コ
ミ
向
け
に
報
告
し
た
。

西山理事長（奥左）の結果報告をテレビ局などが取材

図　 全医科医療機関のうち６割
超がコロナ疑い患者を診療

無回答
0.8％

診察している
62.6％

診察して
いない
36.5％

第７回　新型コロナウイルス感染症アンケート

地域地域のの医療機関医療機関がが保健所保健所のの肩代わり肩代わり
保健所統廃合の弊害浮き彫り保健所統廃合の弊害浮き彫り

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
多
く
の
医
療
機
関

が
新
型
コ
ロ
ナ
疑
い
患
者
を

積
極
的
に
診
て
い
る
実
態
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
全
て
の

医
科
医
療
機
関
の
う
ち
、
新

型
コ
ロ
ナ
疑
い
患
者
を
診
療

し
て
い
る
医
療
機
関
は
62
・

６
％
に
上
り
（
図
）、
内
科

医
療
機
関
の
46
・
６
％
が
経
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知っておきたい相次ぐ法改正知っておきたい相次ぐ法改正
～採用・定着に活かすために～～採用・定着に活かすために～

◇
出
席　

18
人

◇
情
勢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
感
染
急
拡

大
を
受
け
、
政
府
は
濃
厚
接
触
者

の
待
機
期
間
を
現
在
の
14
日
間
か

ら
10
日
間
に
短
縮
す
る
と
表
明
し

た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中

止
」
患
者
署
名
へ
の
取
り
組
み
方

針
、
②
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
コ
ロ

ナ
禍
で
の
日
本
の
社
会
保
障
２
０

２
２
」
企
画
、
③
県
「
健
康
づ
く

り
推
進
プ
ラ
ン
（
第
３
次
）

（
案
）」
へ
の
意
見
を
提
出
し
た

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

「
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例
（
仮
称
）

（
骨
子
案
）」
へ
の
意
見
を
歯
科

部
会
と
し
て
提
出
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
実
行
委

員
会　

第
31
回
日
常
診
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
流
行
の
状
況
を
見
極

め
、
協
会
会
議
室
を
使
い
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
併
用
で
開
催
す
る
計
画
で
あ

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
公
害
対
策
部　

二
つ
の
抗

議
声
明
「
長
崎
県
・
松
島
火
力
発

電
所
２
号
機
『
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
』
計
画
環
境
省
は
撤
回
を
求
め

よ
」、「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
新
た
な

補
助
金
・
米
高
速
炉
計
画
へ
の
協

力　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
固
執
す

る
政
府
方
針
の
転
換
を
求
め
る
」

の
提
出
等
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
に
関
す
る
担
当

者
会
議　

①
協
会
諸
会
議
の
リ
モ

ー
ト
参
加
の
取
り
扱
い
、
②
「
Ｆ

Ａ
Ｘ
利
用
を
や
め
メ
ー
ル
に
よ
る

行
事
案
内
を
」
と
の
要
望
、
③
Ｗ

ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
利
用
に
つ
い

て
答
申
案
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
１
月
22
日　

理
事
会
よ
り
）

　

昨
年
１
月
に
核

兵
器
禁
止
条
約
が

発
効
し
て
か
ら
１

年
が
経
過
し
た
。

同
条
約
は
、
核
兵

器
の
開
発
や
保
有
、
使
用
、
威

嚇
等
を
幅
広
く
禁
止
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
批
准
し
た
の

は
59
カ
国
・
地
域
、
批
准
の
前

段
階
に
当
た
る
署
名
は
86
カ
国

・
地
域
（
批
准
国
含
む
）
が
終

え
て
い
る
。

　

発
効
１
年
を
め
ど
に
第
１
回

締
約
国
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
延
期
を
重
ね
て
い
る
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。
夏
に
は
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
、
核
廃
絶
に
向
け

た
前
向
き
な
議
論
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
下
で
の
核
軍

縮
が
停
滞
す
る
中
、「
核
な
き

世
界
」
の
理
念
を
共
有
す
る
国

々
の
輪
は
拡
大
し
て
い
る
。
条

約
に
批
准
は
し
て
い
な
い
が
、

同
締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
意
向
を
正
式
に
国

連
に
伝
え
た
国
は
、
10
カ
国
に

上
る
。
中
で
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
で
米
国
の
核
の
傘
の
下
に
あ

る
ド
イ
ツ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
は
い
え
、
参
加

す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と

は
画
期
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
世
界
で
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府

は
、
署
名
も
批
准
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
さ
え
も
す
る
つ
も
り

　

世
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
ド
イ

ツ
の
よ
う
に
参
加
で
き
な
い
の

か
？　

日
米
安
保
条
約
や
日
米

地
位
協
定
の
下
、
米
国
に
忖
度

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
日

本
は
す
で
に
技
術
力
や
経
済
力

で
世
界
的
な
地
位
が
低
下
し
、

は
な
い
と
表
明
し
て
い
る
。
締

約
国
会
議
の
議
長
を
務
め
る
オ

ー
ス
ト
リ
ア
外
務
省
の
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
・
ク
メ
ン
ト
軍
縮
軍

備
管
理
局
長
は
「
日
本
は
貢
献

で
き
る
こ
と
が
多
い
」
と
、
会

議
参
加
へ
の
期
待
を
表
明
し
て

い
る
。

２
０
２
０
年
に
は
１
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
24
位
ま
で
後
退
し

た
。
核
廃
絶
ぐ
ら
い
は
、
日
本

政
府
の
存
在
感
を
発
揮
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

米
国
内
の
人
口
３
万
人
以
上

の
１
４
０
０
超
の
都
市
で
構
成

す
る
全
米
市
長
会
議
は
、
米
政

・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
が
、

全
体
の
４
割
弱
に
あ
た
る
６
２

７
自
治
体
で
可
決
さ
れ
て
い

る
。
政
府
を
動
か
す
た
め
、
非

人
道
的
な
核
兵
器
の
廃
絶
を
願

う
市
民
の
力
を
結
集
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

府
に
対
し
、
核
兵
器
禁

止
条
約
を
歓
迎
し
核
廃

絶
に
向
け
た
即
時
行
動

を
求
め
る
決
議
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。
日

本
で
も
、
政
府
に
禁
止

条
約
へ
の
参
加
・
署
名

日
本
政
府
は

核
禁
条
約
に
署
名
・
批
准
せ
よ

薬剤師と訪問看護との連携を考える薬剤師と訪問看護との連携を考える
日　時　３月５日（土）16時～
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）　　会場定員　25人
講　師　 株式会社ハートコール訪問看護　ハートコール訪問看護

ステーション　所長　杉本　初枝氏

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

来場参加をご希望の方は、☎078－393ー1807まで

薬科部研究会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3GKN6yYもしく
は右のQRコードからお申し込みください。

●医院経営研究会 ４月例会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/34ZE6YLもしくは
右のQRコードからお申し込みください。

日　時　４月23日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　桂労務社会保険総合事務所　社会保険労務士　桂　好志郎先生
参加費　3000円（医院経営研究会会員は無料）
会場定員　15人（先着順）

医科保険請求

〈新型コロナ感染症に係る診療報酬上の取扱い〉

Ｑ１　以下のケースについて、診
療報酬算定および宿泊・自宅療養
公費（28280600）の適用はどうな
るのか。
　①同居家族などの感染者の濃厚
接触者が有症状となった場合に、
医師の判断により、検査を行わず
臨床症状で新型コロナ感染症と診
断する場合（「疑似症」として発
生届）
　②抗原定性検査キット等で患者
自らが検査した結果および臨床症
状で新型コロナ感染症と診断する
場合（確定患者として発生届）
Ａ１　【①について】初・再診
料、院内トリアージ実施料、投薬
の費用（処方箋料等）、救急医療
管理加算１など、当該診療の時点
から県が自宅療養とする場合に新
型コロナ感染症の治療にかかる医
療費が宿泊・自宅療養公費の対象
となります。
　【②について】初・再診料、院
内トリアージ実施料、二類感染症
患者入院診療加算（県より発熱等
診療・検査医療機関に指定されて
おり、県のホームページで公表さ
れている医療機関に限る）など

は、自宅療養公費の対象とはなり
ません（健康保険のみ）。
　診察により新型コロナ感染症と
確定診断した後は、投薬の費用
（処方箋料等）や救急医療管理加
算１など新型コロナ感染症の治療
にかかる医療費が宿泊・自宅療養
公費の対象となります。
Ｑ２　保健所等から健康観察に係
る委託を受けている医療機関や、
「診療・検査医療機関」として県
から指定され、その旨が公表され
ている医療機関が、「まん延防止
等重点措置」の期間中に電話や情
報通信機器を用いて新型コロナ感
染症に係る診療を行った場合、二
類感染症患者入院診療加算（250
点）の２倍の500点が算定できる
のか。
Ａ２　算定できます（２／17厚労
省事務連絡「診療報酬上の臨時的
な取扱い・その66」より。同日か
ら適用）。上記以外の医療機関が
電話や情報通信機器を用いて初・
再診を行った場合は、従来通り二
類感染症患者入院診療加算250点
となります。

　

協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
は
、
神
戸
市
営
住
宅
・
下
山
手
４
号
棟

（
中
央
区
）
の
解
体
工
事
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
・
飛
散
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
月
３
日
に
は
、
神
戸
市
長
に
対
し
、
森
岡

芳
雄
部
長
が
、
武
村
義
人
・
生
田
診
療
所
所
長
、
上
田
進
久
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
西
宮
代
表
と
連
名
で
緊
急
要
請
を
行
っ
た
。

本
解
体
工
事
を
め
ぐ
っ
て
は
、
２
年
前
に
協
会
の
指
摘
に
よ
り
、
危

険
な
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
も
れ
が
明
ら
か
と
な
り
、
工
事

が
延
期
さ
れ
て
い
た
。
要
請
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

　

私
た
ち
は
医
師
と
し
て
、
県
民

の
命
・
健
康
を
守
る
た
め
、
中
央

区
・
市
営
住
宅
下
山
手
４
号
棟
解

体
工
事
に
お
い
て
市
民
の
ア
ス
ベ

ス
ト
曝
露
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

要
請
を
重
ね
て
き
た
。

　

１
月
31
日
、
住
宅
建
設
課
よ
り

下
山
手
４
号
棟
の
解
体
工
事
の
着

工
を
行
う
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

当
該
住
宅
の
解
体
工
事
は
、
２

０
２
０
年
10
月
に
、
当
会
の
指
摘

に
よ
り
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

の
調
査
漏
れ
が
明
ら
か
に
な
り
、

当
初
の
業
者
と
の
契
約
解
除
、
再

入
札
に
至
っ
た
。

　

当
該
住
宅
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

は
、
再
入
札
ま
で
に
３
機
関
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
３
機

関
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
・

分
析
結
果
に
相
当
数
の
不
一
致
が

認
め
ら
れ
る
。

　

「
不
一
致
の
原
因
は
解
明
に
至

っ
て
い
な
い
」
な
か
、「
不
一
致

の
場
合
、
す
べ
て
含
有
と
み
な

す
」
と
し
た
結
果
、
施
工
面
積
は

６
・
６
倍
に
拡
大
し
、
工
事
費
は

入
札
時
よ
り
も
５
億
円
も
増
え
約

３
倍
に
膨
ら
ん
だ
。
私
た
ち
が
情

報
公
開
請
求
で
入
手
し
た
調
査
資

料
に
よ
れ
ば
、
特
に
、
壁
塗
り
材

で
、
民
間
業
者
が
「
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
」
と
し
た
も
の
が
、
公
的
機

関
で
あ
る
ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造
協

会
の
調
査
で
は
「
非
含
有
」
と
な

っ
て
い
る
箇
所
が
非
常
に
多
く
認

め
ら
れ
る
。

　

調
査
結
果
が
不
一
致
な
ら
ば
、

す
べ
て
含
有
と
み
な
す
と
い
う
の

は
、
市
民
の
安
全
の
た
め
に
は
非

常
に
重
要
だ
。
し
か
し
、
今
回
の

こ
と
か
ら
現
時
点
で
分
か
る
の

は
、
調
査
機
関
に
よ
っ
て
調
査
結

果
が
大
き
く
異
な
り
、
調
査
に
信

頼
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
本
住
宅
に
限
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
の
す
べ
て
の
解
体
工
事
の
調

査
の
信
頼
性
を
根
幹
か
ら
揺
る
が

す
大
問
題
だ
と
考
え
る
。
こ
の
原

因
を
検
証
し
な
け
れ
ば
、
今
後
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
物
の
解
体
を
、

安
全
、
公
正
に
進
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
調
査
の
差
に
よ
り
工
事

費
用
が
数
倍
変
わ
っ
て
も
原
因
が

分
か
ら
な
け
れ
ば
、
仮
に
業
者
に

よ
る
水
増
し
請
求
が
行
わ
れ
た
と

し
て
も
、
市
が
確
認
す
る
術
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
貴
市
に

は
調
査
資
格
を
有
す
る
専
門
家
は

お
ら
ず
、
こ
の
間
の
対
応
か
ら
貴

市
の
な
か
で
の
検
証
を
信
頼
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
専
門
家
や
市

民
ら
に
よ
る
第
三
者
に
よ
る
検
証

委
員
会
を
設
け
て
、
す
み
や
か
に

検
証
を
行
う
こ
と
が
、
最
低
限
必

要
と
考
え
る
。
も
し
今
回
の
件
に

つ
い
て
の
検
証
が
な
さ
れ
ず
、
説

明
が
十
分
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
工

事
を
強
行
す
れ
ば
、
今
後
の
貴
市

の
解
体
工
事
で
も
住
民
と
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
混
乱
を
き
た
す

こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス

ト
曝
露
に
よ
り
市
民
の
健
康
が
損

な
わ
れ
る
と
考
え
る
。

　

解
体
工
事
が
着
工
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
今
、
私
た
ち
は
、
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
緊

急
に
以
下
の
こ
と
を
訴
え
る
。

・ 

市
営
住
宅
下
山
手
４
号
棟
に
お

け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果
の

不
一
致
の
原
因
を
解
明
す
る
た

め
、
専
門
家
や
市
民
ら
に
よ
る

検
証
委
員
会
を
設
け
て
、
速
や

か
に
事
態
の
検
証
を
行
う
こ
と

・ 

不
一
致
の
原
因
が
解
明
さ
れ
な

い
ま
ま
、
当
該
建
物
の
解
体
に

は
一
切
着
手
し
な
い
こ
と

神
戸
市
営
住
宅
の
解
体

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の

不
一
致
解
明
求
め
緊
急
要
請

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
か
ら
１
年
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〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポート グループISR

信頼・向上 そして社会貢献50 th

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

公的保険データ分析
レセプト管理・マイナンバー

経 営 者 会 議
労働保険事務組合

ISR e-Sports
シニア躍動・共生社会

ISRサテライトオフィス
ウェブ会議・リモートワーク

ISRグループ 検索　全身臓器や組織に炎症が及ぶことの多い膠原病疾患では臓器や組織
を繊細に観察し分析する力、それらを横断的に眺める考察力が求めら
れます。そしてつながれた点と点をもとに根本的な病態をあぶり出
し、まだ目には見えてこない臓器障害を想起し、必要な免疫学的異常
を検出していく作業へと進んでいきます。今回は日頃、内科医が深く
学ぶ機会の少ないさまざまな「皮疹」を取り上げ、じっくり深く考察
することで、その病態や鑑別のポイント、次に聴くべき病歴や所見、
検査などを中心に解説していきたいと考えています。
　特に家庭医として内科領域以外の相談を受けることの多い地域のク
リニックの先生方、総合診療を主体に臨床を行なっている先生方、そ
して膠原病分野で学ばれている先生方には、明日から使える強力な武
器になることを願っています。 【髙橋　記】

日　時　３月12日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　昭和大学リウマチ膠原病内科　助教　髙橋　良先生
参加費　無料

皮膚から拡げる膠原病科医の思考
～皮疹、その先にあるもの～

第583回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

URL（https://is.gd/dLYNps）、または右
のQRコードからお申し込みください。

来場参加をご希望の方は、
 ☎078－393－1840まで

前
科
者

白岩一心

153

　

国
家
公
務
員
で
あ
る
「
保
護

司
」
と
い
う
、
日
常
生
活
で
は

耳
に
し
な
い
職
業
に
就
業
し
、

奔
走
す
る
様
子
を
描
い
た
映
画

「
前
科
者
」
を
紹
介
し
ま
す
。

罪
を
犯
し
た
受
刑
者
、
い
わ
ゆ

る
「
前
科
者
」
た
ち
の
更
生

や
、
社
会
復
帰
の
サ
ポ
ー
ト
や

手
助
け
を
す
る
、
保
護
司
の
奮

闘
を
描
い
た
、
香
川
ま
さ
ひ
と

さ
ん
と
月
島
冬
二
さ
ん
に
よ
る

社
会
派
コ
ミ
ッ
ク
漫
画
の
映
画

化
で
す
。

　

か
つ
て
殺
人
を
犯
し
た
男
性

の
社
会
復
帰
を
支
え
る
主
人
公

が
、
保
護
司
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
現
実
と
向
き
合
う
ス
ト
ー
リ

ー
。
監
督
・
脚
本
は
『
二
重
生

活
』
や
『
あ
ゝ
、
荒
野
』
シ
リ

ー
ズ
に
代
表
さ
れ
る
岸
善
幸
さ

ん
が
担
当
し
ま
す
。
自
身
も
壮

絶
な
過
去
を
持
つ
主
人
公
の
保

護
司
役
を
若
手
人
気
女
優
の
有

村
架
純
さ
ん
、
過
去
を
背
負
い

な
が
ら
も
彼
女
の
も
と
で
更
生

を
目
指
す
「
前
科
者
」
役
を
人

気
男
優
の
森
田
剛
さ
ん
が
演
じ

て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
ア
ル
バ
イ
ト
で
生

計
を
立
て
な
が
ら
、
保
護
司
と

し
て
３
年
目
を
迎
え
る
、
阿
川

佳
代
（
有
村
架
純
さ
ん
）
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
受
刑
者
で
あ
る

「
前
科
者
」
の
た
め
に
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
彼
女
が
保
護

観
察
を
担
当
す
る
男
性
で
、
職

場
の
い
じ
め
か
ら
同
僚
を
殺
害

し
た
過
去
の
あ
る
工
藤
誠
（
森

田
剛
さ
ん
）
は
、
真
面
目
な
生

活
態
度
で
、
佳
代
は
社
会
復
帰

も
間
近
だ
ろ
う
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
彼
は
あ
る
日
突

然
姿
を
消
し
て
再
び
警
察
に
追

わ
れ
る
身
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
工
藤
誠
を
捜
す
刑
事
（
磯

村
勇
斗
さ
ん
）
が
佳
代
の
も
と

に
や
っ
て
き
ま
す
。
一
方
そ
の

時
期
に
、
街
で
連
続
殺
人
事
件

が
発
生
し
、
捜
査
が
進
展
す
る

に
つ
れ
、
佳
代
の
壮
絶
な
過
去

や
、
若
く
し
て
保
護
司
と
い
う

職
業
を
選
ん
だ
理
由
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

佳
代
は
、
決
し
て
正
義
感
が

強
い
わ
け
で
も
な
く
、
頭
が
切

れ
る
わ
け
で
も
な
い
、
普
通
の

28
歳
の
女
性
で
す
。
け
れ
ど
も

保
護
観
察
対
象
者
が
、「
こ
こ

を
踏
み
外
し
た
ら
最
後
」
と
い

う
絶
体
絶
命
の
状
況
に
立
っ
た

時
、「
前
科
者
」
た
ち
の
前
面

に
立
ち
、
何
が
何
で
も
最
後
の

一
歩
を
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
る
と

こ
ろ
と
、
強
さ
と
几
帳
面
さ
ゆ

え
に
葛
藤
も
多
い
と
こ
ろ
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
凶
悪
な
犯
罪

が
報
じ
ら
れ
、
加
害
者
の
心
情

が
理
解
不
能
な
こ
と
も
多
い
現

代
社
会
。
愚
直
で
ひ
た
む
き
な

女
性
を
演
じ
る
有
村
架
純
さ
ん

が
、
社
会
の
矛
盾
や
自
己
中
心

的
な
世
情
の
中
、
明
る
い
未
来

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
罪

を
犯
し
た
人
間
が
、
正
し
い
人

生
を
や
り
直
す
た
め
に
、
本
当

に
必
要
な
も
の
を
真
摯
に
問
い

か
け
る
話
題
作
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ2021香川まさひと・月島冬二・小
学館／映画「前科者」製作委員会　

流行語 緩　み

員員

稿稿

会

投

ホイホイ漫画㉖
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第１９９８号 （４）２０２２年(令和４年)２月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 526

大阪府守口市　パナソニック健康保険組合
　松下記念病院　循環器内科 川﨑　達也先生講演

心疾患の身体所見：巡り辿る臨床路（下）

図４　情報共有サイト「心臓フィジカル広場」図３　無料アプリ「ポケット心音」
　　　と「ポケット・フィジカル」

（前号からのつづき）

藁
わらしべ

稭長者
　本 書 籍Practical Handbook of 
Pho n o c a r d i o g r a p h y：50 Ca s e 
Studies with Embedded Audio and 
Videoは、50例の心音図とその解説
（英語）から成ります。電子書籍の
特徴を最大限に生かすため、全例で
実際の心音と心エコー図をリンクし
ています。心音のトリビアなども含
み、すべてのイラストも自ら手がけ
ました。売り上げはともかく、自力
で出版できた充実感にしばし浸るこ
とができました。そしてこの書籍
が、次の大きな一歩につながりまし
た。あの循環器Physical Examination
講習会（毎年１月に神戸ポートピア
ホテルで開催：2021年はWEB）か
らお誘いがかかったのです。身体所
見の匠が集う夏の合宿への招待で
す。
　同講習会が立ち上がって間もない
頃に、生徒として参加させていただ
いたことがあります。しかしあまり
のレベルの高さに打ちのめされた記

憶しかありません。その講習会の講
師陣が集う合宿への参加は身分不相
応と考え、丁重にお断りいたしまし
た。しかし翌年もお誘いいただいた
ので、恐る恐る訪ねてみました。新
参者をやさしく迎えていただき、ま
たたくさんのことを教えてもらいま
した。本当に感謝しかありません。
そして2017年に同講習会で発表する
機会も与えていただきました。あの
舞台に自分が講師として立つなんて
夢にも思いませんでした。その後は
現在に至るまで、すばらしい達人の
先生方とご一緒させていただいてい
ます。

好機到来
　身体所見の未来は明るいと思って
います。風前の灯となったフィジカ
ルの業を守ろうとしている熱い仲間
がいるからです。そしてデジタル技
術の発達も大きな追い風です。ポケ
ットに忍ばせたスマートフォンでさ

まざまな身体所見をいつでもどこで
も参照できます。個人的にも複数の
アプリを公開しています。例えば、
心音を聴く「ポケット心音」や循環
器領域の身体所見を診る「ポケット
・フィジカル」です（図３：いずれ
もApp StoreまたはGoogle Playから
無料ダウンロード可能／ウェブ上で
も可動）。個々が経験した身体所見
をウェブ上で共有して議論すること
も容易になりました。例えば「心臓
フィジカル広場」（https://physical-
examination.blogspot.com）です（図

４）。これらのコンテンツが皆さま
のお役に立てば開発者・管理者とし
ては望外の喜びです。
　身体所見をもう一度思い出して、
明日からの日常臨床に応用してみて
ください。診療がきっと楽しくなる
はずです。そして関連書籍の精読や
講習会への参加などで技を磨き、自
らが匠となって次世代に業を伝えて
いってください。
（2021年９月11日、診療内容向上研
究会より）

協 会の 共済制度

保険医協会の共済制度をおすすめします ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

天災やコロナ禍で休診した損害に

８月１日から制度改善 もっといい制度に！
改善① 入院は１日目からお支払い
改善② 自宅療養の免責は３日に短縮

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

次回受付は
４月１日開始！

月刊保団連　臨時増刊号

『保険医の経営と税務　2022』
会員頒価 1,000円（送料込）

Ｂ5判 213ページ

新刊のご案内

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

確定申告と日常
業務の双方に対
応。医業所得の
計算、損益計算
書の作成、措置
法の選択、確定
申告書の記載例
など詳述。その
他、 承継・ 閉
院、スタッフの

税務と給与、新型コロナ対応やイ
ンボイス制度なども解説

申告のお供に！
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兵庫県保険医協会

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ） 来場参加の方
メールの件名を、Zoom視聴の申し込み欄のメールの件名にし、本文に①医療機関名
②お名前③電話番号－を記載の上、研究会前日までに各アドレスへ送信してください。
案内メールを返信します。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を
絞って開催しますので事前にお申込みください。会場に手指消毒液を
ご用意、会場換気を致します。マスクはご持参ください。

これからの研究会・行事のご案内

※未入会の方は入会の上ご参加ください。

これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

3
月
の
診
内
研

「第585回」
テーマ  貴方はどれだけ知ってる？尿試験紙法の

意外な活用方法
日 時  5月14日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   洛和会丸太町病院救急・総合診療科部長

上田 剛士先生

申し込み

日 程  3月5日（土）、6日（日）
会 場   兵庫県保険医協会会議室
相談時間  午後1～4時の間の1時間
※ 各相談日前の木曜日までに要予約、料金は
お問い合わせください

確定申告個別相談会

テーマ  決算書の見方（仮）
日 時  5月28日（土）　午後2時30分～
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   松田 正廣税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

医院経営研究会 第420回例会

日 時  5月28日（土）　午後5時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   桂 文太（文枝門下 1971年3月入門）

露の眞（都門下 2008年4月入門）
参加費  500円

文化部・保険医寄席 初夏を告げる古典落語の会

「神戸支部」研究会
テーマ  歯周病菌による炎症と認知症　研究最前線

－医歯連帯で認知症予防を実現に－
日 時  4月16日（土）　午後5時～
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   九州大学大学院歯学研究院口腔機能分子科学分野

OBT研究センター准教授 武　洲先生

「北阪神支部」接遇研修会
テーマ コロナ禍における接遇(仮)
日 時  5月21日（土）　午後3時～
会 場   東リ いたみホール（大会議室）
講 師   マネジメントコンサルタント 松田 幸子氏
参加費  1,000円（受講証発行します）
定 員  40人

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  3月8日（火）　午後8時30分～
会 場  （リモートミーティング）
話題提供  淡路市 粟田 哲司先生

県下各地の行事

薬科部研究会
テーマ  超高齢化社会における脂質異常症治療の

最新知見
日 時  4月16日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学大学院医学研究科内科学講座

循環器内科学分野特命教授 石田 達郎先生
定 員  40人　　参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

全身臓器や組織に炎症が及ぶことの多い膠原病疾患では臓器や組織を
繊細に観察し分析する力、それらを横断的に眺める考察力が求められ
ます。そして繋がれた点と点をもとに根本的な病態をあぶり出し、ま
だ目には見えてこない臓器障害を想起し、必要な免疫学的異常を検出
していく作業へと進んでいきます。今回は日頃、内科医が深く学ぶ機
会の少ない様々な「皮疹」を取り上げ、じっくり深く考察すること
で、その病態や鑑別のポイント、次に聴くべき病歴や所見、検査など
を中心に解説していきたいと考えています。
特に家庭医として内科領域以外の相談を受けることの多い地域のクリ
ニックの先生方、総合診療を主体に臨床を行なっている先生方、そし
て膠原病分野で学ばれている先生方には、明日から使える強力な武器
になることを願っています。
 【髙橋記】

第583回診療内容向上研究会

皮膚から拡げる膠原病科医の思考
～皮疹、その先にあるもの～
日 時  3月12日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せずZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。
講 師   昭和大学リウマチ膠原病内科　助教 髙橋 良先生

右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://is.gd/dLYNps 078-393-1820FAX

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等

日 時  4月23日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   大阪医科薬科大学病院総合診療科科長

鈴木 富雄先生

「第584回」
診療内容向上研究会

無 料

Zoom視聴のお申し込み

日 時  4月24日（日）　午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師  甲南医療センター歯科口腔外科部長　古土井 春吾先生
定 員  80人
　　　※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を絞って開催しま

すので事前にお申込みください。
会場に手指消毒液をご用意、会場換気を致します。マスクはご持参
ください。

参加費  1,000円　受講証発行します

歯科医療安全管理対策研究会

「院内感染防止対策に係る施設基準（歯初診）」
「外来環」、「歯援診」、「か強診」施設基準対応研修

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お問い合わせは

第419回 医院経営研究会

知っておきたい相次ぐ法改正
採用・定着に活かすために
日 時  4月23日（土）　午後2時30分～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師  桂労務社会保険総合事務所所長　桂 好志郎氏
参加費  3,000円（医経研会員は無料）　　定 員  15人（先着順）

入会随時受付

申し込み https://bit.ly/34ZE6YL

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたはQRコードからお申し込みください。
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兵庫県保険医協会
メールの件名を、Zoom視聴の申し込み欄のメールの件名にし、本文に①医療機関名②お名前
③電話番号－を記載の上、研究会前日までに各アドレスへ送信してください。案内メールを返信します。

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル
　お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

協 会の 共済制度 このような方にオススメします！

資産運用は
利率と安定性と

使い勝手のよさだな
死亡保障は
安いほどいい

病気やケガで
休んだ時の
備えがない

医事紛争の
備えは必須

損害保険も
安くしたい

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償責任保険

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

団体割引の
自動車保険、
火災保険

休業損害補償

保険医年金 協会グループ保険

新グループ保険積立年金DefL
（デフエル）

受験対策セミナー

難関中学　医学部・歯学部受験
来年度入試の動向と各学年の対策

兵庫県保険医協会主催/医学部受験・MEP協力

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会組織部 ☎078-393-1817 荒川まで
お問い合わせは

お申し込み

新規開業医研究会

最低限知っておくべき新規指導対策、
保険請求、税務経営の基礎知識
日 時  4月24日(日)　午前10時～午後5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
参加費  5,000円（昼食・資料代含む）
　　　  ※未入会の方は、入会の上ご参加ください

078-393-1802FAX

医科：078-393-1817 大野／歯科：078-393-1809 本田まで
お問い合わせは

お申し込み

午前 ○新規個別指導対策
○保険診療と保険請求の要点
○新規開業に必要な税務の知識
○開業時の労務

午後

2000年に介護保険制度が導入され四半世紀を迎えようとしている。ど
れだけ各職種が連携して在宅療養者の自宅での生活が整い、療養しやす
くなっているのだろうか。医師・歯科医師・看護師・薬剤師・PT等の
セラピスト・ケアマネジャー・ヘルパー・栄養士等の多職種が連携して
いることと思うが、実際にはどの程度お互いを知り活用、連携ができて
いるのかはかなり格差があるように日々感じている。
私は訪問看護師として活動してるが、訪問看護について説明する中で、
訪問看護ステーションがどのような位置づけであるか、その中で看護師
がどのように連携しながら活動しているのか。薬剤師との連携をどのよ
うにしているのか。また、薬剤師への要望等や連携事例についてお話で
きたらと考えている。
 【杉本記】

薬剤師と訪問看護との
連携を考える
日 時  3月5日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師  株式会社ハートコール訪問看護 ハートコール訪問看護ステーション

所長　杉本 初枝氏
来場定員  25人　　 参加費  1,000円

薬科部研究会

無 料

会 員

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3GKN6yY

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

国際部オンライン研究会

移民・難民コミュニティでの医療
日 時  2月27日（日）　午後2時～3時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（Zoom併用）
講 師  神奈川県横浜市 港町診療所・内科医　山村 淳平先生
来場定員  40人（事前申し込み順）

申し込み https://onl.tw/Zk8Rr2g

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたはQRコードからお申し込みください。

日本で「移民・難民」と聞くとあまり馴染みのない
ように聞こえますが、アジア各国から来た人々は工
場や農家、飲食店、コンビニなどで欠かせない労働
者となっており、その中には非正規の移民や難民、
無国籍者も存在しています。また、入管施設でスリ
ランカ人女性が必要な医療が受けられず、亡くなっ
てしまった事件は記憶に新しいことと思います。
彼らの健康状態や医療の提供はどのようになってい
るのでしょうか。移民・難民コミュニティの現状とその医療の実態につ
いてお話しいただきます。

著書：移民がやってきた

無 料

日 時  3月13日（日）　午後1時～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師  MEP（塾・家庭教師）講師

新型コロナウイルスの影響はまだ予断を許さない状況です。しかし、と
きは待ってはくれません。来年の入試まで残り1年を切りました。受験
には十分な準備期間と計画的な学習が必要です。今後の学習の一助に本
セミナーをご活用ください。
中学受験の部では、今年の入試結果分析並びに成績の伸び悩みを感じて
いる方への打開策を提案します。医学部受験の部では、今年の大学入学
共通テスト及び国公立・私立の入試動向と学年別の学習ポイントを解説
します。セミナー後の個別相談会ではお子様の成績・学習状況に応じた
具体的なお話をします。
受験に向けた情報収集をしたい方や日々の学習にお悩みのある方など、
ぜひお気軽にご参加ください。

①中学受験 午後1時～　「2022年度入試総括と伸び悩み対処法」

②医・歯学部受験 午後2時～　「2022年度入試概要と学年別学習のポイント」

③個別相談会 午後3時～　（希望者のみ）

無 料


